
　

　

Ｍ＆Ａとは、合併（Ｍｅｒｇｅｒ）と買収（Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ）の頭文字で、簡単に言えば、会社そのも

のを売り買いすると言う意味があります。

あなたが他の会社を買い取って事業を大きくしたい場合、または、どこかの部門を売りたいと

き、あるいは、親族や社内等に後継者候補がいない場合には、従業員の雇用維持、取引先

の仕事確保、経営者の老後の生活資金確保のため、会社そのものを売却し、第三者に経営

してもらうことも選択肢のひとつになることもあるでしょう。

最近では、中小企業のＭ＆Ａの件数が増加しています。私のクライアントさんの中でも、Ｍ＆

Ａの事例が２件ありました。Ｍ＆Ａで株式を売却する際の価格を簡易自己診断で試算してみ

ましょう。次の手順で記入してください。（以下、中小企業庁発行「事業承継ガイドライン」より）

サイト内の記事・写真・アーカイブ・ドキュメントなど、すべてのコンテンツの無断転写・転載等を禁じます。

最近話題のＭ＆Ａ　～あなたの会社の売却価格を計算して見ましょう～最近話題のＭ＆Ａ　～あなたの会社の売却価格を計算して見ましょう～

○簡易自己診断のためのデータ 事例 記入例

【最新の貸借対照表から記入】

①

②資産のうち、「現金及び預金、貸倒引当金控除後 ②

　　の短期及び長期貸付金」の合計額

③負債のうち｢短期借入金、社債、長期借入金」の ③

　　合計額

【最新の損益計算書から記入】

④営業利益

　　（注）数値は年（１２ヶ月）換算で、最近３年間あるい ④

　　　　　は５年間の平均値を用いるのも有用です

【その他の事項】

⑤

　　未計上債務）

　　（注）土地の含み益や含み損、従業員の退職給付

　　　　　債務等、決算書に反映されていない損益を

　　　　　記入します。

⑥実効税率（一般的には３８％～４２％の間で決定） 40% ⑥

⑦資本コスト（一般的には７％～１０％の間で決定）

　　（注）資本コストとは、営業利益を何倍にすれば

　　　　　企業価値になるかを示すものです。上場企業 8.00% ⑦

　　　　　に匹敵する規模や収益の会社は７％に近い

　　　　　数値、そうでない会社は１０％に近い数値で

　　　　　設定します。

⑧発行済み株式数 ⑧

　　（注）発行済み株式総数から自己株式を控除した

　　　　　株式数を記入します

①純資産額（＝純資産合計＝資産合計-負債合計 50，000，000円

14，800，000円

6，000，000円

4，800，000円

⑤純資産調整額（資産の含み益-資産の含み損- △2，000，000円

16，000株



　○自社株式売却価格の簡易自己診断

自己診断に利用する評価法は、「純資産法」と「収益還元法」の２種類です。それぞれ

の評価方法だけでは不十分な面もありますので、これら２種類の評価方法を併用し、そ

れらを総合的に判断することによって、株価を試算してください。これらの方法によって

算定された一株あたりの株価を売却株式数に掛け合わせたものが、自社の売却価格の

目安となります。

ご意見・ご感想はこちらまで

山守税理士事務所

TEL：０３－５２８３－５２８０

FAX：０３－５２８３－５２７０

HP：http://www.yamamori-zeirishi.com/

サイト内の記事・写真・アーカイブ・ドキュメントなど、すべてのコンテンツの無断転写・転載等を禁じます。

○貸借対照表を基礎とする企業価値の評価方法（純資産法） 記入欄

基礎数値 貸借対照表の純資産額（①）

調整計算 評価のための調整額（⑤）

評価額 発行済み株式総数（⑧）

○損益計算書を基礎とする企業価値の評価額（収益還元法） 記入欄

損益計算書の営業利益（④）

基礎数値 実行税率（⑥） 40%

の計算

資本コスト（⑦） 8%

調整金額 加算：預貯金や貸付金（③）

減算：借入金や社債（③）

評価額 発行済株式総数（⑧）

50，000，000円

△2，000，000円

調整後純資産額（Ａ＝①+⑤） 48，000，000円

16，000株

一株あたりの価格（Ａ÷⑧） 3，000円

48，000，000円

営業利益に対する法人税等（Ｂ（④×⑥） 1，920，000円

税引後営業利益（Ｃ＝④-Ｂ） 2，880，000円

還元価値（Ｄ＝Ｃ÷⑦） 36，000，000円

14，800，000円

6，000，000円

調整後価値（Ｅ＝Ｄ+②‐③） 44，800，000円

16，000株

一株あたりの価格（Ｅ÷⑧） 2，800円

http://www.yamamori-zeirishi.com/

